
 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

平成２９年度        １月の保健室 

 

 
１月３０日（火）林先生による保健講話「冬場に流行る感染症」 

を行いました。 

 

 

・冬は溶連菌やインフルエンザ、ＲＳウイルス感染症など呼吸器に症状がでる感染症や、消化器に症状がでる、

感染性胃腸炎などがあります。 

・感染性胃腸炎とは主にウイルスなどを原因とした胃腸炎です。主なウイルスはノロウイルスやロタウイルス 

です。 

・感染性胃腸炎になると。下痢をしたり嘔吐したりします。 

・ノロウイルスは、とげとげした金平糖のような形をしていて、とても小さいウイルスです。 

・ノロウイルスの感染源はカキや嘔吐物です。潜伏期間は１～２日です。 

・床に嘔吐してしまうと、想像以上に嘔吐物が飛び散ります。床から１メートルの高さから嘔吐すると、最大 

２.３メートル飛び散ります。 

・ノロウイルスはアルコール消毒は効きません。消毒をする際は塩素系の漂白剤で消毒する必要があります。 

・ノロウイルスを予防するには手洗いが大切です。 

 


